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Ⅰ．業務概要 

 

（１）調査の目的 

松江市のまちづくりについて学生の皆様のニーズや意見を聞き、本市施策の検証と

今後のまちづくりに反映することを目的に実施した。 

（２）調査項目 

・愛着、住みやすさ等に関すること 

・施策に対する満足度及び重要度 

・卒業後の進路・就職に対する意向等 

・結婚・子育てに関する意識 

（３）調査対象 

 教育機関 対象とする学年 

島根大学松江キャンパス ２回生、３回生、４回生 

島根県立大学松江キャンパス ２回生、３回生 

島根県立大学短期大学部松江キャンパス ２回生 

大阪健康福祉短期大学松江キャンパス ２回生 

松江工業高等専門学校 ４年生・５年生 

島根県立松江高等看護学院 

２年生以上 

松江栄養調理製菓専門学校 

松江理容美容専門大学校 

専門学校松江総合ビジネスカレッジ 

松江総合医療専門学校 

松江看護高等専修学校 

島根県歯科技術専門学校 

山陰中央専門大学校 

（４）調査方法 

  配布：各学校に配布 

  回収：インターネット回答 

     （しまね電子申請サービス、松江市スマートフォンアプリ「ぎゅっと松江」） 

（５）調査期間 

 令和 2年 10 月 29 日～11 月 15 日  ※12 月 18 日まで延長 

（６）回収結果 

回収数 学生数 回収率 

441 4,609 9.6% 
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Ⅱ.調査結果 

 

問１ あなたの性別として、該当するものを選択肢の中からひとつだけ選んで

ください。 
 

 

 

男性

41.5%
女性

57.6%

その他

0.9%(N = 441)

島根大学

28.8%

島根県立大学

4.1%

大阪健康福祉短期

大学

1.4%

松江工業高等専門

学校

13.8%

島根県立松江高等

看護学院

3.9%

松江栄養調理製菓専門学校

8.4%

松江理容美容専門大学校

3.2%

専門学校松江総合

ビジネスカレッジ

5.7%

松江総合医療専門学校

10.9%

松江看護高等専修学校

0.2%

島根県歯科技術専門学校

10.2%

山陰中央専門大学校

9.5%

(N = 441)

問２ あなたの所属する教育機関として、該当するものを選択肢の中からひと

つだけ選んでください。 
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1年生

8.6%

2年生

46.1%

3年生

19.8%

4年生

17.5%

5年生

8.0%
(N = 440)

問３ あなたの学年として、該当するものを選択肢の中からひとつだけ選んで

ください。 
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（単純集計） 

 

 

 

（クロス集計）

 

  

松江市内

35.1%

島根県内（松江市除く）

33.7%

鳥取県

13.0%

山陽（岡山県、広島県、

山口県）

7.3%

関西圏（京都府、大阪

府、兵庫県、奈良県）

3.6%

東京圏（埼玉県、千葉県、東京都、

神奈川県）

0.5%

その他

6.8%

(N = 439)

N=

　合　計 439

島根大学 126

県立大学 17

高専 61

専門学校 229

35.1

21.4

35.3

42.6

40.2

33.7

19.8

29.4

50.8

37.1

13.0

7.1

17.6

0.0

19.2

7.3

20.6

0.0

4.9

1.3

3.6

11.1

5.9

0.0

0.4

0.5

0.8

0.0

0.0

0.4

6.8

19.0

11.8

1.6

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

松江市内 島根県内（松江市除く）

鳥取県 山陽（岡山県、広島県、山口県）

関西圏（京都府、大阪府、兵庫県、奈良県） 東京圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）

その他

問４ あなたの実家がある地域について、該当するものを選択肢の中からひと

つだけ選んでください。 
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（単純集計） 

 
 

  

住民票は松江市にある

（実家から学校に通って

いる）

34.5%

住民票は松江市にある

（松江市内のアパート等

の下宿先から学校に

通っている）

15.9%

住民票は松江市にある

（松江市外のアパート等

の下宿先から学校に

通っている）

0.7%

住民票は松江市にない

（実家から学校に通って

いる）

23.6%

住民票は松江市にない

（松江市内のアパート等

の下宿先から学校に

通っている）

23.1%

住民票は松江市にない（松江市外の

アパート等の下宿先から学校に通っ

ている）

2.3%

(N = 441)

問５ あなたの住民票は現在、どこにありますか。当てはまるものを選択肢の

中からひとつだけ選んでください。 
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（クロス集計） 

 

 

 

 

 

N=

　合　計 441

男性 183

女性 254

島根大学 127

県立大学 18

高専 61

専門学校 229

1年生 38
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5年生 35
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島根県内（松江市除く） 148
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山陽（岡山県、広島県、山口

県）
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県、奈良県）
16

東京圏（埼玉県、千葉県、東京

都、神奈川県）
2

その他 30
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0.0

23.1

21.3

24.4

41.7

38.9

9.8

15.7

28.9

16.3
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0.0

0.0
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住民票は松江市にある（実家から学校に通っている）

住民票は松江市にある（松江市内のアパート等の下宿先から学校に通っている）

住民票は松江市にある（松江市外のアパート等の下宿先から学校に通っている）

住民票は松江市にない（実家から学校に通っている）

住民票は松江市にない（松江市内のアパート等の下宿先から学校に通っている）

住民票は松江市にない（松江市外のアパート等の下宿先から学校に通っている）
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 「自転車」の比率が最も高く全体の 4割以上という回答となった。 

 教育機関別にみると、島根大学や県立大学生は自家用車の割合が低く、自転車や徒歩、バ

スの割合が高くなっている。 

 

（単純集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=437

％

自転車

自家用車

徒歩

バス

鉄道

バイク（原付を含む）

タクシー

その他

45.3

36.8

36.4

27.0

19.9

5.5

0.2

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

問６ あなたが日常的な移動手段としてよく使う交通手段として、あてはまる

ものを選択肢の中から全て選んでください。 
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（クロス集計） 

 

 

  

％

自家用車

バス

タクシー

鉄道

自転車

バイク（原付を含む）

徒歩

その他

36.8

27.0

0.2

19.9

45.3

5.5

36.4

1.1

18.5

37.1

0.8

14.5

73.4

4.0

64.5

0.8

16.7

50.0

0.0

16.7

50.0

0.0

66.7

0.0

37.7

23.0

0.0

23.0

52.5

11.5

31.1

0.0

46.9

20.6

0.0

22.4

28.5

5.3

21.1

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

合計(N=437) 島根大学(N=124) 県立大学(N=18)

高専(N=61) 専門学校(N=228)
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 「とても愛着を感じている」、「愛着を感じている」をあわせると 7割を超えている。 

 現在の学校に入学以降、地域活動に参加したことがある回答者が、より松江のまちに愛着

を感じている割合が高い。 

 市民・高校生・中学生調査と比較すると、「とても愛着を感じている」と回答された割合

が高い傾向がみられる。 

 

（単純集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても愛着を感じて

いる

25.6%

愛着を感じている

46.9%

どちらかと言えば愛

着を感じていない

9.8%

愛着を感じて

いない

6.6%

分からない

11.1%

(N = 441)

問７ あなたは松江のまちに愛着を感じていますか。あなたの気持ちに最も近

いものを選択肢の中からひとつだけ選んでください。 
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（クロス集計） 

 

 

 

（市民・高校生・中学生調査との比較） 

 

 

 

 

 

  

N=

　合　計 441

松江市内出身(N=154) 154

島根県内（松江市除く）出身

(N=148)
148

島根県外出身(N=137) 137

地域活動に参加したことが

ある(N=263)
263

地域活動に参加したことは

ない(N=174)
174

25.6

38.3

19.6

18.2

29.3

20.1

46.9

46.1

45.3

48.9

47.1

46.6

9.8

5.8

12.2

11.7

7.2

13.2

6.6

5.2

7.4

7.3

6.8

6.3

11.1

4.5

15.5

13.9

9.5

13.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても愛着を感じている 愛着を感じている

どちらかと言えば愛着を感じていない 愛着を感じていない

分からない

N=

市民 1366

大学・高専・専修学校学生 441

高校生 1988

中学生 1741

19.1

25.6

13.8

18.3

59.9

46.9

48.2

49.6

9.2

9.8

9.1

8.5

3.7

6.6

8.5

4.7

8.1

11.1

20.4

19.0
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とても愛着を感じている 愛着を感じている

どちらかと言えば愛着を感じていない 愛着を感じていない

分からない
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（単純集計） 

 

 

 

（クロス集計） 

 

 
 

 

 

 

 

 

住みやすい

36.7%

どちらかと言えば

住みやすい

36.3%

どちらかといえば

住みにくい

9.1%

住みにくい

4.1%

分からない

13.8%
(N = 441)

性別 N =

　合　計 441

男性 183

女性 254

36.7

39.9

35.0

36.3

32.8

38.6

9.1

11.5

7.5

4.1

4.4

3.9

13.8

11.5

15.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住みやすい どちらかと言えば住みやすい どちらかといえば住みにくい 住みにくい 分からない

問８ あなたは、松江市の住みやすさをどのように評価していますか。あなた

の気持ちに最も近いものを選択肢の中からひとつだけ選んでください。 



学-12 
     

 

＜満足度＞ 

 14 の項目について、満足度及び今後特に重要と思う施策を把握した。満足度については、

他アンケート同様、特に不満はなく、満足している（10 点）、多少の不満はあるが、概ね満足

している（5 点）、不満があり、あまり満足していない（-5 点）、かなり不満があり、全く満

足していない（-10 点）、分からない（0点）として加重平均値を算出し、得点とした。 

 

●算出式：満足度＝｛（「特に不満はなく、満足している」の数×10） 

          ＋（「多少の不満はあるが、概ね満足している」の数×5） 

          ＋（「不満があり、あまり満足していない」の数×-5） 

          ＋（「かなり不満があり、全く満足していない」の数×-10）｝ 

 

 

 

 

 

 

 

特
に
不
満
は
な
く

、

満
足
し
て
い
る

多
少
の
不
満
は
あ
る

が

、
概
ね
満
足
し
て

い
る

不
満
が
あ
り

、
あ
ま

り
満
足
し
て
い
な
い

か
な
り
不
満
が
あ

り

、
全
く
満
足
し
て

い
な
い

分
か
ら
な
い

満
足
度

（
得
点

）

１）公共交通（バス・鉄道）の利用のしやすさ 9.1 8.7 23.2 38.0 21.0 1.97
２)日常的な買い物の利便性 5.0 5.3 10.3 38.4 41.1 5.05
３）レジャー・娯楽の場の充実 9.1 14.4 28.5 28.0 20.0 0.56
４）まちの景観や自然環境 5.5 0.9 2.1 20.8 70.8 8.00
５）道路等の渋滞の状況 10.0 5.0 14.8 31.3 38.8 4.30
６）治安や防災に対する取り組み状況 21.3 1.6 3.4 19.9 53.8 6.33
７）医療体制・医療サービスの取り組み状況 26.5 1.6 5.0 14.6 52.2 5.90
８）子育て支援の取り組み状況 57.1 1.1 2.7 7.5 31.5 3.75
９）図書館や美術館など、歴史・文化・芸術への親しみやすさ 23.9 2.5 3.6 14.1 55.8 6.24
10）趣味やスポーツへの取り組みやすさ 21.0 3.0 9.6 22.1 44.4 5.00
11）雇用の場・雇用の機会の状況 34.6 3.9 8.7 16.6 36.2 3.89
12）多様な働き方に対する環境整備の状況 41.1 2.5 6.6 14.5 35.2 4.06
13）地域や人とのつながりの深さ 28.7 2.1 4.1 17.3 47.8 5.64
14）若者世代が意見を言いやすい状況 37.5 6.8 10.9 16.4 28.4 2.66

（満足度単位：％）

問９ あなたは、毎日の生活の中で、次の 1）～14）の項目について、どのくら

い満足していますか。あなたの気持ちに最も近いものを、項目ごとに該

当する数字を一つずつ選んでください。 

   また、今後のまちづくりにおいて特に重要だと思うものを、項目 1）～

14）のうちから最大３つまで選んでください。 
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①学生満足度レーダーチャート 

 14 項目の満足度は 0.56 から 8.00 の間に分布し、平均 4.29 となった。 

満足度の高い項目は、1位が「まちの景観、自然環境」、2位が「治安・防災」、3位が「歴史・

文化・芸術環境」となっている。 

満足度の低い項目は、14 位が「レジャー・娯楽の場の充実」、13 位が「公共交通（バス・

鉄道）利便性」、12 位が「若者世代の活躍」と続いている。 
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全項目平均4.29
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＜重要度＞ 

 重要度の算出は以下式を用いて算出を行っている。 

こちらも満足度と同様にレーダーチャートの作成を行った。 

 

●算出式：重要度＝（選択肢を選んだ人数×１点）／回答者数 

 

 

（重要度算出値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 設問番号 項目
重要度
（得点）

1 1 公共交通（バス・鉄道）利便性 60.0
2 3 レジャー・娯楽の場の充実 43.7
3 2 日常的な買い物の利便性 31.7
4 5 道路等の渋滞 18.5
5 8 子育て支援 15.1
6 11 雇用の場・雇用機会 14.4
7 7 医療体制・医療サービス 13.7
7 10 趣味、スポーツに親しむ環境 13.7
9 4 まちの景観、自然環境 12.7

10 12 多様な働き方 11.7
11 14 若者世代の活躍 10.2
12 13 地域や人とのつながり 9.5
13 6 治安・防災 7.8
14 9 歴史・文化・芸術環境 5.1
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②学生重要度レーダーチャート 

 14 項目の重要度は、5.1 ポイントから 60.0 ポイントの間に分布し、平均 19.1 ポイントと

なっている。 

重要度の高い項目は、1 位「公共交通（バス・鉄道）利便性」、2 位「レジャー・娯楽の場

の充実」、3位「日常的な買い物の利便性」の順となっている。 

 重要度の低い項目は、14 位「歴史・文化・芸術環境」、13 位「治安・防災」、12 位「地域や

人とのつながり」の順となっている。 
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日常的な買い物の利便性

レジャー・娯楽の場の充実

まちの景観、自然環境

道路等の渋滞

治安・防災

医療体制・医療サービス

子育て支援

歴史・文化・芸術環境

趣味、スポーツに親しむ環境

雇用の場・雇用機会

多様な働き方

地域や人とのつながり

若者世代の活躍

重要度（ポイント）

全項目平均19.1
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③ニーズマップ 

満足度、重要度ともに得られた数値から偏差値を算出し、ニーズマップを作成した。 

 

 ●偏差値の算出方法 

  偏差値＝（各項目の得点-平均値）×10／標準偏差＋50 

（満足度・重要度偏差値） 

 

 

＜ニーズマップの作成＞ 

 満足度、重要度ともに得られた数値から偏差値を算出し、ニーズマップを作成した。 

 基準値は、満足度・重要度それぞれの全項目の平均値（偏差値 50）とし、基準値より右上

にいくほど、ニーズが高いことを表している。 

重点改善分野 重要度は高く、満足度は低いため、優先的に解決していく必要がある分野 

改善分野 重要度は低いが、満足度を高めていく必要がある分野 

重点維持分野 重要度、満足度ともに高く、重点的に維持していく必要がある分野 

維持分野 重要度は低いが、満足度が高く、引き続き満足度を維持していく分野 

設問番号 項目
満足度
偏差値

重要度
偏差値

1 公共交通（バス・鉄道）利便性 37.59 77.36
2 日常的な買い物の利便性 54.05 58.41
3 レジャー・娯楽の場の充実 30.02 66.45
4 まちの景観、自然環境 69.83 45.70
5 道路等の渋滞 50.05 49.58
6 治安・防災 60.92 42.42
7 医療体制・医療サービス 58.63 46.37
8 子育て支援 47.09 47.30
9 歴史・文化・芸術環境 60.42 40.61

10 趣味、スポーツに親しむ環境 53.80 46.37
11 雇用の場・雇用機会 47.86 46.83
12 多様な働き方 48.76 45.03
13 地域や人とのつながり 57.21 43.55
14 若者世代の活躍 41.29 44.02
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・満足度、重要度がともに高い重点維持分野は「日常的な買い物の利便性」となっている。 

・満足度が低く、重要度が高い重点改善分野は「公共交通（バス・鉄道）の利便性」、 

「レジャー・娯楽の場の充実」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通（バス・鉄道）利便性

日常的な買い物の利便性

レジャー・娯楽の場の充実

まちの景観、自然環境

道路等の渋滞

治安・防災

医療体制・医療サービス

子育て支援

歴史・文化・芸術環境

趣味、スポーツに親しむ環境

雇用の場・雇用機会

多様な働き方

地域や人とのつながり
若者世代の活躍
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（単純集計） 

  

問 10 現在の学校に入学以降、なんらかの市内企業の紹介イベント等（インタ

ーンシップ、就職説明会等）に参加したことがありますか。最もあては

まるものを選択肢の中からひとつだけ選んでください。 

参加したことがある

55.1%

参加したことはない

44.4%

その他

0.5%(N = 439)
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  卒業後の進路については、「県外に進学・就職したい（する）」が３割を超え、男性のほ

うが女性よりやや高くなっている。 

  市内出身者は、「市内で進学・就職したい（する）」が５割を超え、また「市外に進学・

就職したい（する）が、いずれは松江に戻ってきたい」が他出身者と比べて割合が高い。

愛着を感じている人、地域活動に参加したことがある人は、その他の人と比べて「松江市

内で進学・就職したい（する）」の割合が高い。 

 

（単純集計） 

  

問 11 現在の学校を卒業した後の進路について、あなたはどうしますか。また

はどうしたいと考えていますか。あなたの気持ちに近いものを選択肢の

中からひとつだけ選んでください。 

松江市内で進学・

就職する、または

したい

34.7%

松江市外（島根県

内）に進学・就職す

る、またはしたい

22.6%

島根県外に進学・

就職する、または

したい

34.5%

松江市外（県外を

含む）に進学・就職

する（またはした

い）が、いずれは松

江に戻ってきたい

5.0%

その他

3.2%

(N = 438)
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（クロス集計） 

 

 

 

  

N=

　合　計 438

男性 183

女性 254

松江市内出身 127

島根県内（松江市除く）出身 18

島根県外出身 61

とても愛着を感じている 229

愛着を感じている 38

どちらかと言えば愛着を感じてい

ない
203

愛着を感じていない 87

地域活動に参加したことがある 77

地域活動に参加したことはない 35

34.7

37.6

33.2

52.9

29.3

19.9

56.6

29.9

18.6

24.1

40.1

26.6

22.6

17.7

26.1

11.8

44.2

11.8

17.7

23.5

18.6

24.1

21.4

23.7

34.5

37.6

32.0

23.5

21.8

60.3

15.9

38.7

60.5

41.4

31.3

39.9

5.0

5.0

4.7

9.2

1.4

4.4

8.0

3.9

0.0

6.9

5.0

5.2

3.2

2.2

4.0

2.6

3.4

3.7

1.8

3.9

2.3

3.4

2.3

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

松江市内で進学・就職する、またはしたい

松江市外（島根県内）に進学・就職する、またはしたい

島根県外に進学・就職する、またはしたい

松江市外（県外を含む）に進学・就職する（またはしたい）が、いずれは松江に戻ってきたい

その他
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 卒業後の進路を選んだ理由は、「実家があるから」が 5割近い回答となった。 

また、性別、卒業後の進路問わず、ほぼどの属性でも半数近くが「実家があるから」を回

答する傾向が高くなっている。 

 

（クロス集計） 

 

 

 

 

 

 

％

実家があるから

住みやすいから

就職したい企業があるから

知り合い等が多いから

経済的な理由から

地元（親元）を離れてみたいから

都会で暮らしてみたいから

松江には良い就職先・

進学先がなさそうだから

親がすすめるから

先生がすすめるから

その他

46.0

32.6

28.4

16.3

14.0

10.5

9.3

8.1

2.1

1.4

5.8

43.1

33.9

35.6

18.4

12.1

8.0

5.2

7.5

1.1

2.9

5.7

48.0

31.7

23.8

15.1

15.5

11.5

12.3

8.3

2.8

0.4

5.6

0 10 20 30 40 50 60

合 計(N=430) 男性(N=174) 女性(N=252)

問 12 問 11 の回答を選んだ理由は何ですか。選択肢のうち、特にあなたの気

持ちに近いものを最大３つまで選んでください。 
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（松江市内で進学・就職する、またはしたい）  

（松江市外で進学・就職する、またはしたい）

 

％

実家があるから

住みやすいから

就職したい企業があるから

知り合い等が多いから

経済的な理由から

地元（親元）を離れてみたいから

都会で暮らしてみたいから

松江には良い就職先・

進学先がなさそうだから

親がすすめるから

先生がすすめるから

その他

43.8

41.7

31.3

22.2

19.4

4.2

0.0

1.4

2.1

3.5

3.5

38.2 

35.3 

27.9 

42.6 

13.2 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

5.9 

1.5 

44.0 

25.0 

15.5 

36.9 

22.6 

2.4 

0.0 

2.4 

3.6 

11.9 

4.8 

0 10 20 30 40 50 60

松江市内で進学・就職(N=152) 男性(N=68) 女性(N=84)

％

実家があるから

住みやすいから

就職したい企業があるから

知り合い等が多いから

経済的な理由から

地元（親元）を離れてみたいから

都会で暮らしてみたいから

松江には良い就職先・

進学先がなさそうだから

親がすすめるから

先生がすすめるから

その他

48.9

27.9

27.9

13.2

11.8

14.0

14.0

12.1

2.2

0.4

4.4

44.0

34.9

11.0

26.6

22.0

9.2

8.3

11.9

1.8

0.9

6.4

52.2

23.9

15.1

28.9

12.6

16.4

18.2

11.9

2.5

0.0

2.5

0 10 20 30 40 50 60

松江市外で進学・就職(N=272) 男性(N=109) 女性(N=159)
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 関心のある業種は、「医療・福祉業」が 3割を超えて最も高く、次いで「公務員・団体職

員」、「教育・学習支援業」と続いている。 

 男女別にみると、男性は「情報通信業」「製造業」が女性に比べて高く、女性は「医療・

福祉業」「飲食・宿泊業」が男性に比べて高い。 

（単純集計） 

  

  

問 13 現在、あなたが関心のある業種は何ですか。当てはまるものを選択肢の

中から全て選んでください。 

N=431

％

医療・福祉業

公務員・団体職員

教育・学習支援業

飲食・宿泊業

情報通信業

農業

建設業

製造業

卸・小売業

金融・保険業

電気・ガス・水道業

林業

水産業

運輸業

不動産業

鉱業

働く気はない

分からない

その他

31.3

23.0

18.1

14.6

12.5

9.0

8.8

7.4

6.3

4.9

4.4

3.5

3.2

3.0

2.1

1.4

0.7

7.4

7.7

0 10 20 30 40 50
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（クロス集計） 

 

 

 

  

％

農業 金融・保険業

林業 不動産業

水産業 飲食・宿泊業

鉱業 医療・福祉業

建設業 教育・学習支援業

製造業 公務員・団体職員

電気・ガス・水道業 働く気はない

情報通信業 分からない

運輸業 その他

卸・小売業

9.0

3.5

3.2

1.4

8.8

7.4

4.4

12.5

3.0

6.3

12.4

5.6

5.6

0.6

11.3

12.4

8.5

16.9

6.8

6.8

6.8

2.0

1.6

2.0

7.2

3.6

1.6

9.6

0.4

6.0

0 10 20 30 40 50 60

合 計(N=431) 男性(N=177) 女性(N=250)

4.9

2.1

14.6

31.3

18.1

23.0

0.7

7.4

7.7

2.8

1.7

8.5

14.7

14.7

20.9

1.1

11.3

7.9

6.0

2.4

19.2

43.6

20.4

24.0

0.4

4.8

6.8

0 10 20 30 40 50 60
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 「技術職・専門職」が 6割を超えて高い関心が寄せられている。 

男女別にみると、女性は事務職に関心のある割合が男性に比べて高くなっている。 

（単純集計） 

 

（クロス集計） 

 

 

 

N=429

％

技術職・専門職

事務職

営業・企画職

販売職

働く気はない

分からない

その他

66.2

20.7

14.0

7.2

1.4

12.6

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

％

技術職・専門職

事務職

営業・企画職

販売職

働く気はない

分からない

その他

66.2

20.7

14.0

7.2

1.4

12.6

3.0

68.9

13.0

11.3

5.6

1.7

11.9

4.5

64.9

26.2

15.7

8.5

0.8

12.5

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

合 計(N=429) 男性(N=177) 女性(N=248)

問 14 現在、あなたが関心のある職種は何ですか。当てはまるものを選択肢の

中から全て選んでください。 
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 起業について持っているイメージは、「面白そうだが簡単ではない」が 5割近い回答と 

なっている。また、「失敗した場合のリスクが高い」が 4割を超えており、起業について多

くの回答者がネガティブなイメージを持っている可能性が考えられる。 

 

（単純集計） 

 

 

  

N=431

％

面白そうだが簡単ではない

失敗した場合のリスクが高い

自分の能力しだいで実現可能

将来の自己実現の選択肢の一つ

関心があり実現したい

関心がない

分からない

その他

46.2

41.8

20.9

13.0

8.4

13.2

10.2

0.5

0 10 20 30 40 50

問 15 あなたは起業についてどのようなイメージを持っていますか。当てはま

るものを選択肢の中から全て選んでください。 
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（クロス集計） 

 

 

％

面白そうだが簡単ではない

失敗した場合のリスクが高い

関心があり実現したい

将来の自己実現の選択肢の一つ

自分の能力しだいで実現可能

関心がない

分からない

その他

46.2

41.8

8.4

13.0

20.9

13.2

10.2

0.5

52.8

42.6

11.4

14.8

26.1

10.2

6.8

0.6

41.8

41.4

6.4

11.6

17.5

14.3

12.7

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

合 計(N=431) 男性(N=176) 女性(N=251)
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％

面白そうだが簡単ではない

失敗した場合のリスクが高い

関心があり実現したい

将来の自己実現の選択肢の一つ

自分の能力しだいで実現可能

関心がない

分からない

その他

46.2

41.8

8.4

13.0

20.9

13.2

10.2

0.5

55.3

54.5

10.6

17.9

28.5

12.2

4.9

0.8

61.1

44.4

5.6

11.1

27.8

11.1

0.0

0.0

55.7

47.5

6.6

9.8

23.0

8.2

1.6

1.6

37.7

33.6

8.1

11.2

15.7

15.2

15.7

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

合計(N=431) 島根大学(N=123) 県立大学(N=18)

高専(N=61) 専門学校(N=223)
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 仕事を選ぶ上で重視することは、「やりたいことに取り組む」が 5割近い回答で最も多く

選ばれた。次いで、「仕事と私生活を両立する」、「相応の収入を得る」と続いている。 

 男女別にみると、女性は「仕事と私生活を両立する」「相応の収入を得る」が男性に比べ

て割合が高い。 

（単純集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 16 あなたが仕事を選ぶ上で重視することは、どんなことですか。選択肢の

うち、特に当てはまるものを最大３つまで選んでください。 

N=432

％

やりたいことに取り組む

仕事と私生活を両立する

相応の収入を得る

高い収入を得る

充実した福利厚生を受ける

これまでの経験を活かす

希望する勤務地域で働く

尊敬する社長や社員等がいる

慣習にとらわれず自由な働き方をする

最先端のことに取り組む

分からない

その他

48.6

46.1

39.1

25.2

22.5

21.3

20.1

11.3

10.9

4.2

3.0

0.9

0 10 20 30 40 50
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（クロス集計）

  

％

やりたいことに取り組む

仕事と私生活を両立する

相応の収入を得る

高い収入を得る

充実した福利厚生を受ける

これまでの経験を活かす

希望する勤務地域で働く

尊敬する社長や社員等がいる

慣習にとらわれず自由な働き方をする

最先端のことに取り組む

分からない

その他

48.6

46.1

39.1

25.2

22.5

21.3

20.1

11.3

10.9

4.2

3.0

0.9

52.0

36.7

33.9

26.6

21.5

22.6

18.1

9.6

13.0

6.8

4.0

1.1

46.2

52.6

42.2

24.3

23.5

20.7

21.5

12.7

8.8

2.4

2.4

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

合 計(N=432) 男性(N=177) 女性(N=251)
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％

やりたいことに取り組む

仕事と私生活を両立する

相応の収入を得る

高い収入を得る

充実した福利厚生を受ける

これまでの経験を活かす

希望する勤務地域で働く

尊敬する社長や社員等がいる

慣習にとらわれず自由な働き方をする

最先端のことに取り組む

分からない

その他

48.6

46.1

39.1

25.2

22.5

21.3

20.1

11.3

10.9

4.2

3.0

0.9

52.4

50.8

54.0

12.1

29.8

22.6

22.6

16.1

10.5

3.2

0.0

1.6

66.7

55.6

50.0

16.7

33.3

16.7

27.8

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

45.9

45.9

29.5

42.6

29.5

13.1

18.0

11.5

13.1

6.6

0.0

0.0

45.7

42.6

32.7

29.1

16.1

22.0

18.8

8.5

11.7

4.5

5.8

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

合計(N=432) 島根大学(N=124) 県立大学(N=18)

高専(N=61) 専門学校(N=223)
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 「いずれは結婚したい」が 7割を超えている。また、男女別による大きな差異はなく、前

回調査と比較し全体的な傾向は概ね前回と同様であることがわかる。 

（単純集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（クロス集計） 

 

 

N =

　合　計 440

男性 182

女性 254

72.7

72.0

73.6

8.6

8.8

7.9

16.6

18.1

15.7

1.6

0.5

2.4

0.5

0.5

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いずれは結婚したい 結婚する気はない 分からない 既婚 その他

問 17 結婚について、あなたの気持ちに最も近いものを選択肢の中からひとつ

だけ選んでください。 

いずれは結婚

したい

72.7%

結婚する気はない

8.6%

分からない

16.6%

既婚

1.6%

その他

0.5%
(N = 440)

令和元年調査結果

いずれは結婚

したい

71.8%

結婚する気はない

7.8%

分からない

17.7%

既婚

1.8%

その他

0.9%(N = 3,276)
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 結婚を考える際に重要だと思うことは、「相手との価値観」が 7割近い回答となった。 

男女別にみると、男性は「自分の経済力」を重要だと考える割合が女性に比べて高く、女

性は「自分の時間を持てる」、「相手の経済力」を重要だと割合が男性に比べて高い。 

（単純集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 あなたが結婚を考える際に重要だと思うことは何ですか。あなたの気持

ちに近いものを選択肢の中から最大３つまで選んでください。 

N=432

％

相手との価値観

仕事とのバランス

自分の時間を持てる

相手の経済力

自分の経済力

（自分または相手の）年齢

出会いの有無

結婚後の住まい

結婚の必要性を感じない

その他

69.7

39.6

35.0

24.1

23.1

19.2

15.3

12.0

4.2

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（クロス集計）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

（自分または相手の）年齢

仕事とのバランス

自分の時間を持てる

相手との価値観

自分の経済力

相手の経済力

結婚後の住まい

出会いの有無

結婚の必要性を感じない

その他

19.2

39.6

35.0

69.7

23.1

24.1

12.0

15.3

4.2

0.5

21.6

40.9

27.8

65.9

31.3

6.3

12.5

21.0

2.8

1.1

17.5

38.9

39.7

73.4

17.9

36.9

11.5

11.1

4.4

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

合 計(N=432) 男性(N=176) 女性(N=252)
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 理想とする子どもの人数は、「2人」が最も高く、半数以上を占めている。 

前回調査と比べると「子どもはいらない」割合が上がっている。 

（単純集計） 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（クロス集計） 

  

N = 平均
　合　計 435 …1.96人

男性 181 …1.90人

女性 250 …2.01人

10.6

18.2

4.8

52.6

49.7

54.8

21.1

15.5

25.6

1.6

1.7

1.6

1.6

3.3

0.4

12.4

11.6

12.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 子どもはいらない

問 19 あなたが理想とする子どもの人数は何人ですか。あなたの気持ちに最も

近いものを選択肢の中からひとつだけ選んでください。 

令和元年調査結果     

１人

5.4%

２人

56.7%

３人

25.3%

４人

1.8%

５人以上

1.5%

子どもはいらない

9.3%

(N = 3205)

１人

10.6%

２人

52.7%

３人

21.1%

４人

1.6%

５人以上

1.6%

子どもはいらない

12.4%

(N = 435)

平均 1.96 人 

平均 2.09 人 
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 「そう思う」、「どちらかと言えばそう思う」の合計で半数以上が学校・家庭・地域が一体

となって子どもを育てているまちだと回答者に認識されている。 

 

（単純集計） 

 

 

（クロス集計） 

 

 

 

 

そう思う

25.9%

どちらかと言えば

そう思う

26.8%

どちらかと言えば

そう思わない

8.2%

そう思わない

3.0%

分からない

36.1%

(N = 440)

N =

　合　計 440

松江市内出身 154

島根県内（松江市除く）

出身
148

島根県外出身 136

25.9

28.6

24.3

25.0

26.8

35.7

18.2

25.0

8.2

12.3

6.1

5.9

3.0

3.9

4.7

0.0

36.1

19.5

46.6

44.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

分からない

問 20 あなたは、松江市の現状として、学校・家庭・地域が一体となって子ど

もを育てているまちだと思いますか。あなたの気持ちに最も近いものを

選択肢の中からひとつだけ選んでください。 
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 入学以降、地域活動・行事に「参加したことがある」と 6割近くが回答している。 

 出身地別では松江市内出身者がやや高い。 

 

（単純集計） 

 

（クロス集計） 

 

  

参加したことがある

59.8%

参加したことはない

39.5%

その他

0.7%(N = 440)

N =

　合　計 440

松江市内出身 154

島根県内（松江市除く）

出身
148

島根県外出身 136

59.8

63.6

54.1

62.5

39.5

35.7

44.6

37.5

0.7

0.6

1.4

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

参加したことがある 参加したことはない その他

問 21 あなたは、現在の学校に入学以降、何らかの地域活動（自治会、清掃、

草刈など）や地域行事（お祭り、伝統文化、地域の運動会など）に参加

したことはありますか。最も当てはまるものを選択肢の中からひとつだ

け選んでください。（授業やサークル活動などによるものも可。） 
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                                                    （単位：件）    

 

都市計画・まちづくり・文化財・環境保全に関する意見 40
都市計画・まちづくり 15
市街地 15
環境保全・動物愛護 5
公園緑地 4
都市景観・文化財 1

教育・文化・スポーツに関する意見 11
学校教育・教育環境 7
文化 2
スポーツ 2

安心・安全に関する意見 2
交通安全 2

地域活動・子育て支援・医療・福祉に関する意見 30
社会保障 3
子育て支援 2
地域・自治会 4
新型コロナウイルス感染症 2

観光・商業・雇用・定住に関する意見 9
観光・情報発信・シティプロモーション 5
雇用環境・労働環境 4
定住・企業誘致 1

公共交通・道路・河川に関する意見 28
公共交通・駐車場 23
道路・河川 5

⾏政運営・その他の意見 30
⾏政運営・市役所・広聴 15
財政運営・税・料金・公共施設 4
市のイベント 3
このアンケート 1
その他 7

問 22 これからのまちづくりを進めるにあたり、普段感じていることや行政へ

のご意見などがありましたら自由にご回答ください。 
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＜次頁へ続く＞ 

問22.これからのまちづくりについての意見等（抜粋）

松江市交通局(バス事業)についての意見です。


松江市ではバスカードの発行はあるものの、キャッシュレスに対応する仕組みが導入されていません。ICカードは

ショッピング時には使えますが、バスでは使えないので、バスで移動の場合は現金が必要になります。


学生ですので徒歩や自転車での移動が多く、バスカードを購入する必要性は低いです。ICカードによる決済ができる

と今まで以上にバスの利用はしやすいと思います。


コロナ禍でもあり、現金での決済に抵抗を感じる方もいらっしゃると思います。松江市民や県外から来られる方が快

適なバス利用となるように上記の件をご検討いただけると幸いです。

松江市営バス乗降車時におけるICカードの導入を検討して頂きたい。現在多くの主要都市でICカードが普及してお

り、ICカードは現金チャージの利便性、コロナ対策などの衛生上、スムーズな乗降車など様々な点で優れており、松

江市民の生活満足度向上のために早急に導入すべきであると考える。また、松江市バスの利用者には他県から観光で

松江市を訪れた方も少なくない。そんな中ICカードではなくバスカードまたは現金しか利用できないとなると、他県

のICカード所有者からすれば非常に不便であり、松江市の観光にも満足度、経済効果など様々な点で少なからぬ弊害

が生じていると考えられる。以上より、松江市営バスのICカード導入を検討して頂きたい。

渋滞が起きやすいところがあるので車線を増やして欲しい。
バスや電車の本数を増やして欲しい。

休日のバスが少なく感じます。

バスの支払い方法において、ICカードの導入（ICOCA、Suica等）をして欲しい。ICカードの導入には様々な利点があ

る。例えば、

１、近年ではスマホ決済技術などが進み、現金を持ち歩かない主義の人もいるが、そのような人にとってバスが利用

しやすくなる。
２、日本の現金利用に慣れていない（日本語に慣れていない）外国人にとっては、ICカードでの支払いにすれば、支

払い方法が楽で、かつ、理解しやすいため、バスを利用しやすくなる。

３、バスカードの場合、バスカードにお金が残ってしまうのが嫌であることを理由に、人々が利用しないことが考え

られる。この点においては、ICカードはバス以外のコンビニなど様々な店舗で利用できるため、お金がICカードに残

るということが懸念されず、利用しやすい。

４、支払いがスムーズに行える。（かざすだけであるため、支払いにかかる時間が早い）

５、支払いの際に現金に触る必要がないため、衛生的である。

学生は中々車を購入できず、普段公共交通機関を使うことが多いのですが、30分に1本しか来ないなど、不便な点が多

く感じました。

そこまで混雑するような都市でもないに関わらず、公共交通の遅延が大きいように感じられる。加えて、公共交通に

交通系ICカードの導入を進めることで利便性を高めて欲しい。


これらの点を改善すれば、観光客等に対しても公共交通の利用を促進できるのではないかと考えます。

大学生は車を所持していない場合、自転車かバスを利用するが、バスを使うと交通費が高いため、結果的に外出する

のが億劫になる。この対策を考えてほしい。

松江市立図書館の駐車場料金を無料にしてほしい。せめて30分以内無料でなく、最低1時間以内は無料にしてほしい。

やはり30分以内では本を充分に選ぶことができないし、毎度200円かかるとなると利用頻度を減らそうという心理が市

民にはたらくのでは。図書館という場が市民の教育、知的財産等のために非常に重要な役割を担っていることを鑑み

ると、多くの市民に利用してもらうことこそが市の発展・存続及び市民にとって非常に重要であるはず。故に松江市

立図書館の駐車場料金無料化を是非検討して頂きたい。

橋南地域ではバイパス道路が機能しており、新たな道路整備も行われているが、橋北地域の道路状態はあまり充実し

ていないように思う。

松江道から国道431号線につながるだんだん道路はかなり便利であるが、途中で途切れているという感じは否めないた

め、だんだん道路から鹿島町あたりまでをぐるりと回り、そのまま湖北線までつながるような環状道路が実現すれば

道路事情は改善し、かなり便利になると思う。

自家用車以外の交通手段の充実があまり望めないため、道路網の発達が促進されれば街としてさらに発展するはず。

普段学生として主に自転車を移動手段に生活する中で、道路の整備についても前向きに検討していただけると嬉しい

なと思います。


道が狭くすれ違う際に危険を感じたり、大きな段差で危ない目にあってしまったりといった経験を何度もしました。

自転車や徒歩を交通手段として生活するのは子供から高齢者の方まで多くの方が該当すると思います。そういった中

で道路の整備を行い安全な環境を作っていただけると、より住みやすいまちになるのではないかと考えます。
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問22.これからのまちづくりについての意見等（抜粋）

新幹線を開通させる、あるいはJRの待ち時間を減らしてもらえるとより電車での移動が楽になると思う。松江間や松

江-出雲間での運賃も高いため、車での移動が必要になってしまう。車での移動でも、だんだん道路ができたのはいい
ことだが、やはり朝方における渋滞にどうしても不満を感じてしまう。


松江城周りの堀の掃除をすべき。水の汚れや浮いているゴミ、落ち葉が気になる。

街灯がより多く設置されて欲しい。夜になると暗くて歩くのが怖い。また、街灯が増えて夜道が明るくなれば、防犯

対策にもなると考えられる。

歴史・文化・人を大切にしたまちづくりをしてほしい。

小さい子供への支援は充実していると感じているが、一番お金のかかる大学生や高校生への支援もあっていいと感じ

る。また、現在は大卒が当たり前になっているが、島根県内には大学が島根大学しかないため高等教育という面で不

足を感じる。選択肢がとても少ないため、周りを見ても進学のために県外に出るという人がとても多い。

公立高校の選択は自由にさせるべき。学校独自の特色をそれぞれで出し、生徒に選ばれるように励むことで、学校同

士で競争が生まれ、より高い学力や個性を創出することが出来ると思う。

esportsを盛んに

ストリートバスケのコートがほしい。


レジャースポットが少ないので、観光客も呼べて、地元の人も集まれるような場所があればよいと思う。

遊ベる、出かけられる場所がもっと欲しい。例えば、動物園、植物園、水族館、科学館、美術館、博物館、映画館、

有料屋内遊戯場等のレジャー施設等である。そうすれば市民が出かける機会が増え、それに伴い松江市の経済が回る

と共に、市民の生活満足度が向上すると考えられる。

少子化が進行していると思いますが、子供を3人以上産んだ家庭の、3人目以降の授業料等を無料にするなど、もっと

地域が少子化に貢献した家庭を優遇するべきであると思います。

大きな企業が少なく、優秀な人ほど県外に出て行くしかない現状が問題

子どもが参加する活動、地域の飲食店が協力して行うイベントなど、魅力的なものが多くあるが、それを宣伝する力

が弱いと感じる。広告や松江市のホームページだけでは若者（大学生、高校生）などに伝わりづらい。

InstagramやTwitterなどのSNS活用、イベントの定期開催による市民へのイベントの定着、学校の近くでの開催など実

現可能性のある活動を行うことが必要だと考える


島根大学には私のように他県からの学生も多いと思うが、行政との関わりが多かったとは感じていない。アプリ

「ぎゅっと松江」があることも今回初めて知った。行政からの何かしらのアプローチがもっとあると良いかもしれな

い。

大学でまちづくりに関して勉強している者です。松江市の取り組みについては授業などで知ることが多いですが、そ

こで学んだ情報をもっと一般の方にも知って欲しいと思うので新しいPRや教育との連携が必要だと思う。

松江市役所本庁舎の建て替え問題を知り、松江市のまちづくりに対してかなり大きな不安を覚えた。


市民の声が届く行政であってほしいと思った。

一大学生として行政とかかわりを持つことが少ないと感じています。どのようなことをしていただいているのか知ら

ないので情報があると嬉しいです。また、物価がそれほど安くない割に時給が安すぎるので大学生としては生活がし

にくいです。

松江市役所の建て替えは防災面で必要であると思いますが、建築の内容については市民への説明や意見交換が不十分

であると感じます。これらの開催の検討をお願いいたします。

若者の意見を尊重して、これからを担う若者たちが住みやすく、楽しみながら生活ができる街にしてほしい。

若者の意見をもっと取り入れて欲しい。

そもそも全体的に若者向けではない取り組みが多いと思う。そのため、若者は県外に出て行ってしまい、高齢化が急
速に進んでいるのだと思う。その点鳥取県では若者向けの取り組みが多いと感じる。
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Ⅲ.調査票 

令和２年度 松江市まちづくりのための学生アンケート 

みなさんのご意見をお聞かせください。 
 

松江市では、人口減少対策として 2060 年に人口 18 万人の維持という長期的な人口ビジョンに基づく

「松江市まち・ひと・しごと総合戦略」を策定し、若者・女性がもっと暮らしやすいまちをめざして、若

者の声をまちづくりに生かす仕組みづくりや魅力ある雇用の創出、出産・子育て支援の充実、個性や多様

性を尊重される地域社会づくりなどの施策を実施しています。 

そして、まちづくり全体の指針「松江市総合計画 2017-2021」に掲げる「共創・協働」の姿勢で、本

市特有の魅力や特性を生かした「選ばれるまち松江」の実現に向けて取り組んでいます。 

この度のアンケートは、市内の高等教育機関、専修学校に通う学生のみなさんに、日々の生活で感じて

いることや将来のこと、まちづくりに対する考えやご意見などをお聞きし、今後のまちづくりに生かして

いくために行うものです。 

  ご協力をよろしくお願いします。 

令和２年１０月 

松 江 市 長 松 浦 正 敬 

ご回答に当たってのお願い 

   ◆調査票は、受け取った本人がご回答ください。 

   ◆質問に対し回答したくないものがありましたら、無回答としていただいて構いません。 

   ◆この調査は無記名であり、アンケートの結果は集計のうえ、松江市のホームページなどでみなさんに

お知らせしますが、個別の内容が公表されることはありません。 

   ◆回答は、令和２年１１月１５日（日）までにお願いします。 

アンケートの回答方法 

   ◆下記のいずれかの方法で回答をお願いします。 

   ①松江市公式スマートフォンアプリ『ぎゅっと松江』 

    アプリのダウンロードが必要です。以下のＱＲからアプリをダウンロードしてください。  

 

 

 

    

 

 

 

   ②しまね電子申請サービス  

    右記のＱＲコードまたは 

https://s-kantan.jp/city-matsue-shimane-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=7440 

から回答できます。 

このアンケートについてのご連絡・お問い合わせ 

   松江市 政策部 政策企画課 電話 0852-55-5172 

 

松江ファンクラブ公式アプリ

ぎゅっと松江
無料 FREE

iphone 用 Android 用 
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問 1 あなたの性別として、該当するものを選択肢の中からひとつだけ選んでください。 
 
 

 

問 2 あなたの所属する教育機関として、該当するものを選択肢の中からひとつだけ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3 あなたの学年として、該当するものを選択肢の中からひとつだけ選んでください。 

 

 

 

 

問 4 あなたの実家がある地域について、該当するものを選択肢の中からひとつだけ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

問５  あなたの住民票は現在、どこにありますか。当てはまるものを選択肢の中からひとつだけ選ん 

でください。  

 

 

 

 

 

 

 

問６ あなたが日常的な移動手段としてよく使う交通手段として、あてはまるものを選択肢の中か 

ら全て選んでください。 

 

 

 

1． 男性       2．女性   3．その他 

１．島根大学                           ２．島根県立大学 

３．大阪健康福祉短期大学               ４．松江工業高等専門学校 

５．島根県立松江高等看護学院       ６．松江栄養調理製菓専門学校     

  ７．松江理容美容専門大学校        ８．専門学校松江総合ビジネスカレッジ  

  ９．松江総合医療専門学校          10．松江看護高等専修学校      

11．島根県歯科技術専門学校            12．山陰中央専門大学校 

1．1 年生  2．2 年生  3．3 年生      4．4 年生  

5．5 年生 

1．松江市内                    ２．島根県内（松江市除く） 

3．鳥取県     ４．山陽（岡山県、広島県、山口県） 

5．関西圏（京都府、大阪府、兵庫県、奈良県）  ６．東京圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県） 

7．その他（                                  ） 

１．住民票は松江市にある（実家から学校に通っている） 

２．住民票は松江市にある（松江市内のアパート等の下宿先から学校に通っている） 

３．住民票は松江市にある（松江市外のアパート等の下宿先から学校に通っている） 

４．住民票は松江市にない（実家から学校に通っている） 

５．住民票は松江市にない（松江市内のアパート等の下宿先から学校に通っている） 

６．住民票は松江市にない（松江市外のアパート等の下宿先から学校に通っている） 

1．自家用車      2．バス      3．タクシー      4．鉄道    

5．自転車       6．バイク（原付を含む）     ７．徒歩 

８．その他（具体的に：                             ） 
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問７ あなたは松江のまちに愛着を感じていますか。あなたの気持ちに最も近いものを選択肢の中か 

らひとつだけ選んでください。 

 

 

 

問８ あなたは、松江市の住みやすさをどのように評価していますか。あなたの気持ちに最も近いも 

のを選択肢の中からひとつだけ選んでください。 

 
 
 
 

 

問９ あなたは、毎日の生活の中で、次の１）～14）の項目について、どのくらい満足しています 

か。あなたの気持ちに最も近いものを、項目ごとに該当する数字を一つずつ選んでください。 

また、今後のまちづくりにおいて特に重要だと思うものを、項目１）から 14）のうちから最大 

３つまで選んでください。 

項 目 

 

満 足 度 

特
に
不
満
は
な
く
、
満
足

し
て
い
る 

 

多
少
の
不
満
は
あ
る
が
、

概
ね
満
足
し
て
い
る 

不
満
が
あ
り
、
あ
ま
り
満

足
し
て
い
な
い 

か
な
り
不
満
が
あ
り
、
全

く
満
足
し
て
い
な
い 

分
か
ら
な
い 

１）公共交通（バス・鉄道）の利用のしやすさは？ ５ ４ ３ ２ １ 

２）日常的な買い物の利便性は？ ５ ４ ３ ２ １ 

３）レジャーや娯楽、公園等の遊び場の状況は？ ５ ４ ３ ２ １ 

４）まちの景観や自然環境は？ ５ ４ ３ ２ １ 

５）道路等の渋滞の状況は？ ５ ４ ３ ２ １ 

６）治安や防災に対する取り組み状況は？ ５ ４ ３ ２ １ 

７）医療体制・医療サービスの取り組み状況は？ ５ ４ ３ ２ １ 

８）子育て支援の取り組み状況は？ ５ ４ ３ ２ １ 

９）図書館や美術館など、歴史・文化・芸術への親しみやすさは？ ５ ４ ３ ２ １ 

10）趣味やスポーツへの取り組みやすさは？ ５ ４ ３ ２ １ 

11）雇用の場・雇用の機会の状況は？ ５ ４ ３ ２ １ 

12）多様な働き方に対する環境整備の状況は？ ５ ４ ３ ２ １ 

13）地域や人とのつながりの深さは？ ５ ４ ３ ２ １ 

14）若者世代が意見を言いやすい状況は？ ５ ４ ３ ２ １ 

 

１．とても愛着を感じている    2．愛着を感じている 

3．どちらかと言えば愛着を感じていない   4．愛着を感じていない 

5．分からない  

今後のまちづくりにおいて、特に重要だと思うものを 1)～14)から 

最大３つまで選んでください。 

1．住みやすい      2．どちらかと言えば住みやすい 

3．どちらかといえば住みにくい    4．住みにくい 

5．分からない 



学-44 
     

問 10 現在の学校に入学以降、なんらかの市内企業の紹介イベント等（インターンシップ、就職説 

明会等）に参加したことがありますか。最もあてはまるものを選択肢の中からひとつだけ選んで 

ください。 

 

 

 

問 11 現在の学校を卒業した後の進路について、あなたはどうしますか、またはどうしたいと考え 

ていますか。あなたの気持ちに近いものを選択肢の中からひとつだけ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 問 11 の回答を選んだ理由は何ですか。選択肢のうち、特にあなたの気持ちに近いものを 

最大 3 つまで選んでください。 

 

 

 

 

 

 

  

 

問 13 現在、あなたが関心のある業種は何ですか。当てはまるものを選択肢の中から全て選んでく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．松江市内で進学・就職する、またはしたい 

2．松江市外（島根県内）に進学・就職する、またはしたい 

3．島根県外に進学・就職する、またはしたい 

4．松江市外（県外を含む）に進学・就職する（またはしたい）が、いずれは松江に戻ってきたい 

5．その他（具体的に：                            ） 

１．実家があるから         ２．就職したい企業があるから  

３．知り合い等が多いから      ４．住みやすいから 

５．経済的な理由から        ６．地元（親元）を離れてみたいから  

７．都会で暮らしてみたいから    ８．松江には良い就職先・進学先がなさそうだから 

９．親がすすめるから        10．先生がすすめるから 

11．その他（具体的に：                            ） 

1．農業   2．林業   3．水産業  

4．鉱業   5．建設業  6．製造業 

7．電気・ガス・水道業     8．情報通信業  9．運輸業 

10．卸・小売業  11．金融・保険業 12．不動産業 

13．飲食・宿泊業  14．医療・福祉業 15．教育・学習支援業 

16．公務員・団体職員   17．働く気はない 18．分からない 

19．その他（具体的に：                            ） 

 

１．参加したことがある                ２．参加したことはない        

３．その他（                                     ） 
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問 14 現在、あなたが関心のある職種は何ですか。当てはまるものを選択肢の中から全て選んでく 

ださい。 

 

 

 

 

 

問 15 あなたは起業についてどのようなイメージを持っていますか。当てはまるものを選択肢の中 

から全て選んでください。 

   

 

 

 

問 16 あなたが仕事を選ぶ上で重視することは、どんなことですか。選択肢のうち、特に当てはま 

るものを最大 3 つまで選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 結婚について、あなたの気持ちに最も近いものを選択肢の中からひとつだけ選んでください。 

 

 

 

 

 

問 18 あなたが結婚を考える際に重要だと思うことは何ですか。あなたの気持ちに近いものを選択 

肢の中から最大３つまで選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．高い収入を得る   ２．相応の収入を得る 

３．やりたいことに取り組む  ４．最先端のことに取り組む 

５．これまでの経験を活かす  ６．希望する勤務地域で働く 

７．仕事と私生活を両立する  ８．充実した福利厚生を受ける 

９．尊敬する社長や社員等がいる 10．慣習にとらわれず自由な働き方をする 

11．分からない 

12．その他（具体的に：                             ） 

１．事務職          ２．営業・企画職       ３．技術職・専門職 

４．販売職   ５．働く気はない      ６．分からない 

７．その他（                               ） 

１．いずれは結婚したい  ２．結婚する気はない 

３．分からない   ４．既婚  

５．その他（                                  ） 

１．（自分または相手の）年齢      ２．仕事とのバランス 

３．自分の時間を持てる      ４．相手との価値観 

５．自分の経済力               ６．相手の経済力 

７．結婚後の住まい           ８．出会いの有無  

９．結婚の必要性を感じない 

10．その他（具体的に：                                       ） 

１．面白そうだが簡単ではない    ２．失敗した場合のリスクが高い 

３．関心があり実現したい       ４．将来の自己実現の選択肢の一つ  

５．自分の能力しだいで実現可能     ６．関心がない 

７．分からない            ８．その他（具体的に：          ） 
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問 19 あなたが理想とする子どもの人数は何人ですか。あなたの気持ちに最も近いものを選択肢の 

中からひとつだけ選んでください。  

 

 

 

問 20 あなたは、松江市の現状として、学校・家庭・地域が一体となって子どもを育てているまち 

だと思いますか。あなたの気持ちに最も近いものを選択肢の中からひとつだけ選んでください。 

 

 

 

 

 

問 21 あなたは、現在の学校に入学以降、何らかの地域活動（自治会、清掃、草刈など）や地域行 

事（お祭り、伝統文化、地域の運動会など）に参加したことはありますか。最も当てはまるもの 

を選択肢の中からひとつだけ選んでください。（授業やサークル活動などによるものも可。） 

 

 

 

 

問 22 これからのまちづくりを進めるにあたり、普段感じていることや行政へのご意見などがあり 

ましたら自由にご回答ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上になります。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．そう思う       2．どちらかと言えばそう思う 

3．どちらかと言えばそう思わない 4．そう思わない 

5．分からない 

 

１．１人           ２．２人            ３．３人   

４．４人           ５．５人以上          ６．子どもはいらない  

１．参加したことがある              ２．参加したことはない        

３．その他（                                        ） 


